
 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 

2 月１５日（土）に、今年度最後の土曜授業がありまし

た。1 時間目は、道徳参観日、2・３時間目に各学年から

の総合的な学習の時間の発表、グループに分かれて振り返

りを行いました。 

 1 年生は、地域との交流について発表を行いました。小松鮮魚店、地

域の方にインタービューをしてまとめたことをパワーポイントで写真な

ど使いながら発表をすることができました。 

 2 年生は、職場体験について発表を行いまし

た。自分の長所や短所から目標を設定して職場

を選び、そこから学んだことを自分のことばで

堂々と発表することができていました。 

 3 年生は、恩返しプロジェクトとして、各自が 1，2 年生に工夫を凝

らしたメッセージを送りました。自分の個性が発揮できる分野について

発表をすることができていました。 

最後に、学年を解体して３つのグループに分

かれて今年度の総合的な学習の時間の振り返り

を行いました。３年生が、リーダーシップをと

り、成果・課題・今後に向けてについて話し合

うことができました。 

どのグループも自分たちを客観的に分析し、改善策を話し合うなど身

に付けるべき力を確実に習得している姿が見られました。最後に、１

～２分程度でまとめの発表を行い、これからの生活につなげることが

できました。 

 

             

 

 

 

さて、地域のみな様、後川中学校では来年度も土曜授業を実施する

予定です。本年度同様、地域のみな様のお住まいの近くで活動をした

りするなど、いろいろな活動を行う予定です。 

もし、生徒・教職員が活動している場所を見かけましたら、ぜひ、

お声かけください。 

 

 

 

 今年の卒業式は 3月 13日（金）です 

 

 今年の後川中学校の卒業式は３月１３日(金)です。7 名の生徒が後

川中学校を巣立っていきます。卒業する 7 名の生徒は地域のみな様に

も本当にお世話になりました。ありがとうございました。  

中学校に登校するのも、3 週間余りとなしました。本

人たちをご存じの方は、｢おめでとう！｣とお声をかけて

いただければ幸いです。 

 

 

 

 

   
 

地域回覧用通信 Ｎｏ９ 令和２年２月２１日 
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後川中学校では、毎年学校の取り組みについての評価をアンケート形

式で保護者、生徒、地域の方の代表（学校支援地域本部事業推進委員さ

ん）に行ってもらっています。以下は地域の方の代表のアンケートの結

果です。 

① (教育目標を含む）学校全体の取組は十分できている。 ④思いやりの心を育てる授業や行事の 

                          取組を行っていると思いますか    

 

 

 

 

 

 

 

② 学校全体が明るく、活気がある。          ⑤あいさつがしっかりできている。                                       

の                            

 

 

 

 

 

 

③ 規則正しい生活が送れている。           ⑥学校・地域との連携が図れている。 

 

                    

 

 

 

 

 

   ⑦小中が連携して行事の工夫ができている 

 

 

 

 

 

 

掲載させてもらっている結果は全項目からいくつかを抜粋したも

のです。昨年度と比較すると「あまりあてはまらない」「あてはま

らない」の項目を選択されている取組は減少傾向にあります。 

しかし、現状よりさらに向上できるよう今後の方向性を確認した

り、取組の工夫・充実を図る協議を継続したいと思います。 


